様式第１号（第４条、第８条関係）
令和５年度　鳥取県成年後見支援センター運営支援事業　事業報告書

	事業名
	事業計画

	１　成年後見制度利用促進法に係る中核機関としての活動
	1 成年後見制度利用促進法に基づき市町村計画に規定された中核
機関は、令和２年度に１市４町の行政機関と当法人で合同設置した。市町ごとの一次相談支援と広域的（中部地区全体）かつ専門的な支援の役割を果たす二次相談支援の二層体制を構築し、事務局はそれぞれ市町担当課及び当法人の中部成年後見支援センターに置いている。
2 権利擁護支援の地域連携ネットワーク及び中核機関が担うべき
広報・相談・成年後見利用促進・後見人支援機能の４つの機能を果たすべく、「中核機関連絡調整会議」を開催して中核機関相互の情報共有と役割分担みついて継続検討を行った。
3 国の第二期基本計画にも示されている制度そのものの見直し
（三類型の一元化、有期受任、後見人等の円滑な交代、市町村長の権限強化や利用支援事業の見直し等）の検討経過を注視しながら家裁との調整を図ること。また、総合的な権利擁護相談支援策の充実・強化（意思決定支援等による権利行使の支援、権利侵害からの回復支援。地域共生社会の実現を目指して行われる重層的・包括的・多層的な相談支援体制と地域における様々な支援・活動のネットワーク化）へ取組んだ。
（1） 中核機関連絡調整会議
・中核機関を構成する当法人と1市4町の担当者が集まり、成年後見制度利用促進へ向けた課題解決や具体的事業の実施について協議した。
開催日
　（第1回）4月27日（木）、（第2回）9月22日（金）
　（第3回）10月31日（火）、（第4回）3月7日（木）
（2） 市町第1期基本計画策定後の支援
・三朝町成年後見制度利用促進協議会　
　開催日　3月12日（火）
　　場　所；三朝町役場会議室
（3） 成年後見制度入門講座の開催
開催日　9月15日（金）
場　所　倉吉市役所会議室

（4） 成年後見実務者研修会の開催（半日3日間）
　　開催日　6月7日（水）、14日（水）、23日（金）
　　場　所；倉吉市役所会議室
（5） 重層的支援会議への参加
別紙、相談実績表のとおり。

	２　成年後見支援センターの運営
	1 中核機関の事務局を「中部成年後見支援センターミットレーベ
ン」に置き、広域的（中部地区全体）かつ専門的な支援の役割を担う二次相談支援機関としての役割を果たした。
2 成年後見制度の利用支援を必要とする鳥取県中部地区の住民及
びその親族並びに市町行政機関及び高齢者地域包括支援センター障がい者地域生活支援センター等の相談支援機関からの相談受理及び情報提供、審判申立の手続支援を行った。
3 財産や収入が乏しいために成年後見人等の審判申立費用や報酬
費用等の全部又は一部を負担することが困難な者及び被虐待者等で支援が著しく困難な者であって、県市町行政職員及び当法人理事等で構成する運営適正化委員会において、当法人で後見受任することが適当と判断された者の法人後見を行った。
（1） 定例役員会
・原則、毎週第2水曜日午後6時30分から、ミットレーベンの運営、及び法人後見受任の可否、後見活動のチェック等を行った。
　（第1回）4月12日（水）、（第2回）5月17日（水）
　（第3回）6月14日（水）、（第4回）7月12日（水）
（第5回）8月9日（水）、（第6回）9月13日（水）
（第7回）10月11日（水）、（第8回）11月14日（火）
（第9回）12月19日（火）、（第10回）1月10日（水）
（第11回）2月14日（水）、（第12回）3月13日（水）
　場　所　ミットレーベン面接室

（2） 運営適正化委員会
・県行政担当課及び管内市町行政等の代表者で構成する委員会において法人受任の審査等を行った。
　（第1回）4月13日（木）、（第2回）11月2日（木）
　（第3回）2月8日（木）、（第4回）3月27日（水）
（3） 困難事例への法人後見活動
・財産や収入が乏しいために成年後見等審判申立費用や報酬費用等の全部又は一部を負担することが困難な者及び被虐待者等で支援が著しく困難な者で、役員会及び運営適正化委員会において当法人で後見受任することが適当と判断された者を対象としているが、法人後見受任件数については、別紙、相談実績報告書のとおり。
（4） 成年後見制度出張研修
・一般住民、団体等からの要請に応じて、法人役員や職員が地域へ出かけて行き、研修会等の講師を勤めた。
　別紙、相談実績表のとおり。

	３　二次相談支援体
制の充実・強化

	1 一次相談支援の場において受任者調整が困難な事案に対して
は、受任候補者団体等からの代表者をもって組織する「受任者調整検討委員会」（二次相談支援）において適切な受任候補者を選任することとしているが、今年度は一次相談支援段階で後見候補者が決定され対象事案はなかった。

	４　中部地区におけ
る権利擁護支援の
ための地域連携ネ
ットワーク会議の
開催

	1 行政機関をはじめ成年後見制度に関わる関係機関・団体で構成

する「中部地区高齢者・障がい者等権利擁護支援ネットワーク会議」において、成年後見制度に係る法人後見受任の受け皿の拡大や市民後見推進、虐待対応等の諸課題を検討することにより、機関相互の連携と中部地区における支援体制の再構築を図る。
2 県民がどの市町村に住んでいても等しくその生活と権利が守ら
れるためには、県下三か所の成年後見（権利擁護）支援センターが東・中・西部地区ごとに独自の取り組みを進めるとともに、全県を視野に入れた権利擁護支援の質の向上や体制づくりを目指すことが必要である。情報交換、意見交換、及び課題検討の場として「三センター連絡調整会議」を継続開催した。
（1） 中部地区高齢者・障がい者等権利擁護支援ネットワーク会議
　（第30回）4月27日（木）、（第31回）9月22日（金）
　（第32回）2月8日（木）
　　場　所　倉吉市役所会議室

（2） 権利擁護支援センター連絡調整会議
　（第1回）7月7日（金）（中部）、（第2回）11月8日（水）
（東部）　（第3回）2月15日（木）（西部）
（3） センター職員の意見交換会
　　12月22日（金）　西部

	５　成年後見制度や

権利擁護に係る市

町（一次相談支援）
への支援
	1 ① 令和３年度に策定された市町成年後見制度利用促進基本計画に定めた成年後見制度や虐待防止等の権利擁護に係る市町の一次相談支援体制の充実・強化（協議会、権利擁護支援の地域連携ネットワークの設置、職員研修や個別の相談事案に対する助言指導等）へ向けた取り組みを支援した。
2 ② 一次相談支援の場で開催される支援方針検討会議及び受任者調
整（マッチング）会議に参加し、相談支援の充実強化を図る。さらに受任後のモニタリング機能や親族後見人等の不安解消や疑問等に応えることができるような体制づくりを進めた。
3 　別紙、相談実績報告書のとおり。

	６　市町社会福祉協
議会への支援

	1 成年後見利用促進に含まれる市民後見推進事業（倉吉市が社会
福祉協議会へ委託）に係る実行委員会への参画及び市民後見人養成研修並びに継続研修の講師派遣等の事業推進に向けた支援を行った。
2 令和３年度から、市社協に登録された市民後見人が（社協との
複数後見）後見活動を開始しているが、受任の可否に係る審査の他、利用促進に向けて全面的にバックアップを行った。
4 ③ 法人後見事業の実施社協の運営委員会へ委員を派遣し、日常生活自立支援事業等関連制度からのスムーズな移行事案を含め、受任の審査等を行った。
5 ④　法人後見を実施及び実施を予定している法人を対象に、後見
活動に従事する職員（専門相談支援員）の養成と資質向上を目的として法人後見受任団体意見交換会を開催した。
（1） 倉吉市社会福祉協議会成年後見事業運営委員会
（第1回）4月12日（水）、（第2回）9月13日（水）
（第3回）2月14日（水）（第4回）3月13日（水）
　場　所；倉吉福祉センター
（2） 湯梨浜町社会福祉協議会法人後見運営委員会
開催日　12月4日（月）
場　所；保健福祉センターつわぶき荘
（3） 三朝町社会福祉協議会法人後見運営委員会
開催日　12月21日（木）
場　所；三朝町役場会議室
（4） 琴浦町社会福祉協議会法人後見事業運営委員会
開催日　3月19日（火）
　　 　場　所；琴浦町社会福祉センター

（5） 倉吉市市民後見人養成事業運営委員会
　　（第1回）4月25日（火）、（第2回）2月6日（火）
　　　場　所；倉吉福祉センター

（6） 市民後見人養成事業
1 市民後見人啓発研修会講師、7月29日（土）
2 養成研修講師（9月16日～11月25日）
3 フォローアップ研修講師、1月30日（火）

4 補助員学習会講師（全6回中2回）
（第1回）5月26金）、（第3回）9月28日（木）
（7） 法人後見受任団体との意見交換会　
　　（第1回）5月25日（木）、（第2回）9月26日（火）
　　（第3回）1月23日（火）


	７　その他
	・意思決定支援（本人参加）への取り組み強化
　　研修会、一次相談支援段階の支援方針検討会議及びマッチング
会議等の場において啓発
・苦情処理への対応の仕組みづくり
　　中核機関連絡調整会議やネットワーク会議、権利擁護支援センター連絡調整会議、家裁との協議会等の場において現状把握に努めるとともに問題提起を行った。



様式第２号（第４条、第８条関係）

令和５年度　鳥取県成年後見支援センター運営支援事業　収支決算書

１　収入の部

（単位：円）

	事業区分
	決算額
	内　訳

	自己財源
市町委託料

鳥取県補助金

事業収入

（法人後見報酬）
その他


	　　　　　　　
　　　 288,303
6,200,000

4,750,000

9,376,000
　　　 45
	繰越金
倉吉市　2,495,004　三朝町　464,814
湯梨浜町　959,698　琴浦町　789,198　
北栄町　1,491,286
利息

	計
	20,614,348 
	


２　支出の部

（単位：円）

	事業区分
	決算額
	内　訳

	報酬

賃金

共済費

厚生費
報償費

旅費

備品費
需用費

役務費

使用料

委託料

予備費
	　9,897,750
　2,934,009
3,737,018
360,000
125,000

  20,820

 287,900

 524,454
545,965
 1,224,000

   142,648
 　 　　0

	常勤職員（３名）
　給料・源泉徴収税・住民税

非常勤職員（２名）

　　　

労働保険料・社会保険料

中小企業退職者共済掛金
受任者調整検討委員会委員報酬
啓発・研修事業等講師謝金　　60,000
関係機関会議、ネットワーク会議　65,000

出張・研修旅費　20,820
セキュリティ機器　261,800

スマホ購入費　 　　26,100
消耗品費　　　 205,778
燃料費（ガソリン代）　132,635
光熱水費　　173,391
修繕費　　　 12,650
法人後見賠償責任保険
　2,700×46件＝124,200
電話・プロバイダー料金・携帯電話
電話代　　　15,840
プロバイダー料金　158,791
切手・郵送料・印紙　　　57,322
ウイルスセキュリティ管理費
　4,840×12か月＝58,080
インターネットセキュリティ契約更新費
　　　8,030
コピー機リース料    10,692
ドメイン・サーバー管理費　　13,200

軽自動車任意保険料　　70,300
軽自動車税　　7,200
タイヤ交換　　4,400
研修参加費　　2,000
検診費用　 　15,910　

事務所賃借料

102,000×12か月＝1,224,000

事務委託費　　70,048
警備委託料
　6,050×12か月＝72,600



	計
	19,799,564
	


　　　
　　20,614,348（収入）－19,799,564（支出）＝814,784（収支差額；繰越金）
